
町
田
駅

（
小
田
急
百
貨
店
）

小
田
急
小
田
原
線

横
浜
線

町
田
駅

オカダヤ

久美堂

柾屋商店

河原商店

レミィ

東急ツインズ

マルイ

ルミネ

宝永堂

ジョルナ

平野屋
金物店

宇田川商店

勝楽寺

中野屋

珈琲舎ロッセ

ミーナ
町田

柿島屋

浄運寺

原町田
わかば公園

町田市民文学館
ことばらんど

ぽっぽ
町田

河原本店

シエロ
町田

宗保院

町田天満宮

原
町
田大
通り

塩
屋
横
丁

大
和
横
丁

原町田五丁目

浄運寺前

原町田三丁目

原町田二丁目

市立中央図書館前

モニュメント「明けゆく」

いぶし銀

いくどん
町田駅前店

エスポア中野屋

いくどん町田中央店
和カフェ中野屋

un petit peu

闘牛門

町田
商工会議所

仲見世商店街

開

ルーチェ

寿
司
久

町田市立
中央図書館

町田
モディ

D

A

F

G

I
J

K L
E

ホテル新宿屋

マルカワ

C

B

H

ターミナル
プラザ

三善堂

〒

〒

〒

富澤商店

ホルモン
道場

グリル
ママ

三橋國民
鎮魂祈念館

守屋精肉店

13 M AC H I - B I T O 12M AC H I - B I T O

街
を

　
　歩
く14

 fourteenth
step原町田

町
田
は
江
戸
時
代
後
期
に
八
王
子
か
ら

横
浜
へ
生
糸
を
運
ぶ
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

中
継
地
と
し
て
、ま
た
大
山
街
道
の
脇わ

き

往お
う

還か
ん

が

通
る
宿
場
町
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
原
町

田
と
い
う
名
前
は
町
田
村（
現
本
町
田
周
辺
）

近
隣
の
原
野
を
開
拓
し
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

そ
の
後
、二
・
六
の
市
な
ど
で
賑
わ
い
、商
業
で

発
展
を
と
げ
、今
で
は
町
田
市
最
大
の
繁
華
街

と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
お
洒
落
な
お
店
と
並

ん
で
歴
史
あ
る
お
店
も
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

原

A. 平野屋金物店　原町田5-7-21　042-722-2057　　B. 町田市民文学館 ことばらんど　原町田4-16-17　042-739-3420　　C. ぽっぽ町田　原町田4-10-20　042-723-8770　　D. 三橋國民鎮魂祈念館　原町田3-3-17 勝楽寺釈迦堂L階　042-722-3147　　E. 守屋精肉店　原町田4-6-7　 042-722-2070

F. 浄運寺　原町田６-21-28　042-722-3160　　 G. 柿島屋　原町田6-19-9 アーバン柿島Ⅱ 1F　042-722-3532 　　H. ホテル新宿屋　原町田6-13-22　042-722-3112 　　I. 富澤商店　原町田4-4-6　042-722-3175 J. 菓舗 中野屋　原町田4-4-7 　042-722-8484　　K. 珈琲舎ロッセ　原町田4-3-6　042-722-3554　　L. 町田仲見世商店街　原町田4-5付近

町
田
街
道

Pick up

仲見世商店街L

菓
舗 

中
野
屋

昭
和
8
年
創
業
。一
番
人
気
の
豆
大
福
は
、お
餅

に
赤
エ
ン
ド
ウ
を
加
え
た
当
時
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
。

今
も
小
豆
を
炊
い
て
一
つ
一
つ
手
作
り
し
て
い
る
。

J

守
屋
精
肉
店

大
正
8
年
創
業
、小
売
り
も
業
務
用
も
手
が
け

る
老
舗
精
肉
店
。名
産
品
指
定
の『
焼
豚
』は
、炭

火
で
じ
っ
く
り
焼
き
上
げ
た
人
気
の
品
。

E

昭和45年、町田初の珈琲専門店として
オープン。良質の生豆を焙りたて、挽き
たて、淹れたてで提供してくれる。

K 珈琲舎ロッセ

創業は乾物屋。その後、製菓材料販売で
飛躍し、現在では全国展開するグローバ
ル企業。今年創業100周年を迎えた。

I 富　商店

G
柿
島
屋

明
治
17
年
創
業
。新
鮮
で
旨
い
馬
肉
を
堪
能
で
き

る
大
衆
居
酒
屋
。馬
刺
し
と
肉
な
べ
を
梅
割
り
で

頂
き
、そ
ば
玉
で
〆
る
の
が
町
田
流
。 毘沙門天が出迎える日蓮宗の寺院。見

事な組子障子は圧巻。大須賀明や長岡
織部の墓もあり、秋には酉の市で賑わう。

F 浄運寺

明治38年創業。当時は馬で大勢の客人が
訪れた。平成28年にリニューアル、館内に
は歴史を感じる看板が今も掲げられている。

H ホテル新宿屋

創業は明治16年。小さなネジ、丁番類か
ら各種建築資材・工具・刃物・手袋・作
業服など約3万点ものアイテムが並ぶ。

A 平野屋金物店

B
町
田
市
民
文
学
館

こ
と
ば
ら
ん
ど

公
民
館
だ
っ
た
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
平
成

18
年
に
開
館
。ゆ
か
り
の
作
家
を
軸
に「
こ
と
ば
」

や「
文
学
」を
テ
ー
マ
に
催
し
を
開
催
す
る
。

太平洋戦争で奇跡的に生還し、鎮魂をテー
マに生涯制作活動を続けた造形美術家で
町田市名誉市民・三橋國民氏のギャラリー。

D 三橋□或民鎮魂祈念館

江戸末期に始まった二・六の市が
起源。戦後、昭和22年に、「町田
国際マーケット」として開業し、そ
の後「町田マーケット」を経て昭
和28年に仲見世商店街となった。
原町田中央通り側、大正元年創業
の『矢部商店』を筆頭に、カバン
の『丸錠』、国産鮭が人気の『亀
屋』、手作り豆腐の『市川豆腐店』
などの老舗と、新しい店が混在す
るカオスな雰囲気が魅力的だ。

𠮷川百貨店跡地に平成13年に完成した
まちの駅。1階のツーリストギャラリーで
は町田の観光案内や地場産品の販売も。

C ぽっぽ町田

原
町
田
屠
場

昭
和
56
年
頃
ま
で
町
田

に
は
屠
場
が
あ
り
、近
隣

の
家
畜
商
が
地
域
の
豚

や
牛
、馬
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
い
た
。老
舗
の『
圡
方
精

肉
店
』や『
守
屋
精
肉
店
』も
こ
こ
で
生
体
を
処
理
し
精

肉
に
し
て
い
た
。『
い
く
ど
ん
』も
、こ
こ
で
新
鮮
な
ホ
ル
モ

ン
を
仕
入
れ
、そ
の
美
味
し
さ
か
ら
人
気
に
火
が
付
い
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

H
isto

rica
l S

to
r

y

太
刀
山

小
田
急
駅
南
口
付
近
は

か
つ
て
赤
土
の
切
り
通

し
が
あ
る
雑
木
林
で
、

「
た
ち
や
ま
」と
呼
ば
れ
て
い
た
。昭
和
30
年
頃
の
開
発

工
事
中
に
大
穴
が
開
き
、中
か
ら
金
製
の
小
さ
な
丸

い
環
が
二
個
出
土
し
た
。報
告
を
受
け
た
故
・
三
橋
國

民
氏
が
現
場
に
向
か
う
も
、現
場
は
既
に
埋
め
ら
れ

て
し
ま
い
、そ
の
金
環
も
持
ち
去
ら
れ
て
い
た
後

だ
っ
た
と
い
う
。

H
isto

rica
l S

to
r

y

旅
籠 『
吉
田
屋
』
ト
ロ
イ
遺
跡
の
発
掘
で
知
ら

れ
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・シ
ュ
リ
ー

マ
ン
も
、原
町
田
を
撮
影
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
F
・ベ
ア
ト
も
泊
ま
っ
た
吉
田
屋
は
、圡
方

周
助
が
経
営
し
て
い
た
旅
籠
。旅
籠
の
1
階
で
は
養
蚕
も

行
っ
て
い
た
。明
治
期
に
は
自
由
民
権
運
動
の
懇
親
会
な
ど

も
開
か
れ
た
が
、そ
の
後
和
菓
子
屋
を
経
て
会
計
事
務
所
と

な
り
、現
在
は
原
町
田
4
丁
目
に
移
転
し
て
い
る
。

H
isto

rica
l S

to
r

y

歴

歴

歴


